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位里と家族 飯室の三
さ ん ば が ら す

羽烏

「絵というものがどういうもので

あるか、ということを、母の絵で

教えられ、感じるわけです。」

（『丸木スマ画集・花と人と生きものたち』より）

「お前の絵はいかにへたに描
か

いて、

いかにつっこむかにあるんじゃ。

何も教えることはありゃせんよ」

（『へくそ花も花盛り』より）

丸木スマ

大道あや

丸木位里
飯室出身の日本画家。

『原
げんばく

爆の図』で世界に知られる。

妻
つま

は画家・丸木俊
とし

（赤松俊子）

「東京には中谷ミユキさんが

います。私より一つか二つ上

だが御
ごほんにん

本人は私を同級生だと

ガンバっています。」

（『いむろ』（飯室小学校百年誌）より）

中谷ミユキ

佐々木邦彦

位里の母

位里の妹 絵描き仲間

絵描き仲間

丸
ま る き

木位
い り

里と飯
い む ろ

室の芸
げ い じ ゅ つ か

術家たち

「山ばかり描いて、見た目と

一
い ち ぶ

分一
い ち り

理違
ちが

わないように山

を描いたり、樹
き

を描いたり

して、大変いい絵だった。」

（『流々遍歴』より）

　広島市安佐北区安佐町飯室は、たくさんの芸術家が生まれ育った町です。この
冊子では、画家・丸木位里を中心に、彼

かれ

とかかわりのあった同じ飯室出身の芸術
家たちについてご紹

しょうかい

介します。ここでは、丸木位里と飯室の芸術家たちの関
かんけいせい

係性
をまとめています。 

詳しくは
14〜17
ページ

詳しくは
6・7
ページ

詳しくは
8・9
ページ

詳しくは
12・7
ページ

詳しくは
10・11
ページ
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はじける心 丸木スマ

飯室の有名人

　丸木位里と大道あやの母である、丸木スマも

また、飯室で花開いた画家の一人でした。飯室

の丸木家に嫁
とつ

いですぐのうちは、新しい環
かんきょう

境に

苦労しましたが、しばらくすると飯室全体の

主
し ゅ ふ

婦会の会長になるまでに活
かつやく

躍しました。当時

の飯室で、スマは有名人だったようです 。

　スマは大変活発な画家でした。戦後、スマが

俊
とし

の家を訪
たず

ねたときのことです。当時の俊と位

里の家は険
けわ

しい崖
がけ

の上に建っていました。崖の

上にはフキノトウがなっていましたが、崖の険

しさから誰
だれ

も取ろうとしません。しかし、周り

の止める声を聞きながらも、スマは平気そうに

崖を登り、フキノトウを両腕
うで

いっぱいに取って

きました。このとき 70 歳
さい

を過
す

ぎていました 。ス

マのこうした豊
ゆた

かな心が、後ののびのびとした

描
か

き方につながっているのかもしれませんね。

位里を想う親心

　丸木家の家運が傾
かたむ

いた際
さい

、美
びじゅつ

術の道に進む位

里が原因だと考えた親
しんせき

戚たちは、影
えいきょう

響が及
およ

ぶこ

とを怖
おそ

れ、位里を勘
かんどう

当させようとしました。ス

マはそれに臆
おく

さず、「よそさまの財
ざいさん

産をあてにす

るような子じゃありません。」と言って、親戚と

のつながりを切ってしまいました。スマの位里

を思う気持ちや、度
どきょう

胸の強さを感じられます。

参考文献：大道あや『へくそ花も花盛り―大道あや聞き書き一代記とその絵の世界』福音館書店、2004 年 、122 〜 124 頁。
丸木位里、赤松俊子『絵は誰でも描ける』室町新書、1954 年、47・48 頁。
丸木スマの調査については、小田芳生様、妙子様に多大なご協力をいただきました。

参考文献：大道あや『へくそ花も花盛り―大道あや聞き書き一代記とその絵の世界』福音館書店、2004 年、275 〜 278 頁。 

70 歳で花開く

　スマさんののびのびとした絵を見ていると、自由で常
じょうしき

識にとらわれない魅
みりょく

力に引

き込まれます。私は周
まわ

りの人に比
くら

べて絵を描き始めるのが遅
おそ

かったのですが、スマ

さんの絵を見て、絵を描き始めるのに年
ねんれい

齢は関係ないのだと勇気づけられました。

私の見方
（プロジェクトメンバー・新宅麻由）《題名不詳》個人蔵

丸木スマ
（1875-1956）

　スマは、ひょんなことから絵を描き始めまし

た。70 歳を過ぎてからのことです。 戦時中、丸

木家では、満
まんしゅう

州で現地召
しょうしゅう

集を受けたスマの息子

に宛
あ

てて寄
よ

せ描きをすることになりました（あ

やは戦時中ではなく戦後すぐのことと記
き お く

憶して

いるそうです）。 それまで絵を描いてこなかった

スマは、庭で拾ってきた石に墨
すみ

をつけ紙にぺた

んと押
お

し、足を生やしてねずみを描いたのです。

これをきっかけに、スマは絵を描くようになり

ました。

　それまで筆を持ったことのなかったスマに

とって、線をひくことですら初めての経
けいけん

験でし

た。 ある日、位里の妻
つま

の俊がメバルを持って

きます。赤い鱗
うろこ

で包まれたメバルはスマの目に

どのように映
うつ

ったのでしょうか。スマはそれを

線ではなく色とりどりの点をつなぎ合わせて描

いたのです。スマは大変楽しそうに雑
ざっきちょう

記帳やら

広
こうこく

告の裏
うら

に絵を描いていたそうです。最初は家

族で笑っていた作品も、半年経つ頃
ころ

には県
けんてん

展で

賞に入るようになり、ついには個
こ て ん

展を開くまで

に上達しました 。

点をつなぎ合わせて
描いています

《鳥》個人蔵
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スマさんの表
ひ ょ う げ ん

現、やってみた！

　スマさんのアイデア溢
あふ

れる表現にプロジェクトチームが挑
ちょうせん

戦してみました！

押
お

し葉
　本物の葉に絵の具をのせ、それを紙に押し付けるというスマの技

ぎ ほ う

法を使ってみました。

《夕焼け》新宅麻由
アクリル絵の具、葉、色紙

《ふるさと》原田真日瑠
アクリル絵の具、葉、色紙

○制
せいさくてじゅん

作手順

　筆のみで描くのではなく、実
じっさい

際の葉を用いて描くことでより生き生きとした作品

になりました。こういった方法で描くことは、筆で描くことに慣
な

れていなかったス

マさんだからこその発想だったのではないかと思います。この技法であればどんな

人でも楽しんで絵が描けるのではないかと感じました。

①葉の裏
うらがわ

側に絵の具を塗
ぬ

る ②絵の具を塗った葉を
画面に押し付ける

③はがすと完成！

　クレヨンで描いた絵の上に墨をのせる。この手順は非
ひじょう

常に簡
かんたん

単なのに、絵にしよ

うと思うと意外と難
むずか

しいです。今回挑戦してみて、はじめに《牡
ぼ た ん

丹》を制作したの

ですが、墨の効
こ う か

果が強すぎて暗い印
いんしょう

象になってしまいました。2 度目にやった《り

んご》は、スマさんの絵を意
い し き

識して、背
はいけい

景に墨がつくようにしました。すると、絵

の明るさはそのままに、浮き上がったような墨の表現が楽しい絵が完成し、スマさ

んの作品に少し近づいたと思います。実際にやってみて難しさを実感することで、

スマさんの表現のテクニックに対する理解を深めることができました。

墨
す み

とクレヨン

　スマさんの墨とクレヨンを用いた表現を再
さいげん

現してみました。

《りんご》大谷七海
クレヨン、墨

《牡
ぼ た ん

丹》大谷七海
クレヨン、墨

墨が強すぎて納
なっとく
得

いかなかった作品です

○制作手順

①クレヨンで絵を描く ②絵の上に墨を流す ③乾
かわ

かすと完成！

私たちの見方
（プロジェクトメンバー・新宅麻由、原田真日瑠）

私の見方
（プロジェクトメンバー・大谷七海）
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　令和 4 年 11 月 20 日に飯室の芸術家たちをテーマにしたトークイベントを開
かいさい

催
しました。このページでは、その際

さい

に飯室の芸術家 5 人にゆかりのある方々から
お聞きした、飯室の芸術家たちに関するエピソードをまとめています。

私
わたし

のお母さんが位里さ
んと同級生でした。遠
足の時にお母さんは位
里さんに負ぶって連れ
て行ってもらっていた
そうです。 

うるかとアユが大好
きでよく持って行け
と言われ、持ってい
くと喜

よろこ
ばれました。 

加
か け

計によくきて絵を描い
ていました。スマさんが
くるといろんな人が来て
いました。 

先を見ることが
できる人でした。

もっと知りたい！飯室の芸
げ い じ ゅ つ か

術家たち
芸術家たちを知る関係者の方々の証

しょうげん

言

「友達は一人でも多く作
れ。特に自分を大切に
してくれる人は特に大
切にしろ。嫌

いや
な人は避

さ

けないで向かっていく
とかけがえのない友人
になる」と言ってくれ
ました。 

新聞記事で「この年でこ
こまで話すのは珍

めずら
しい」

「絵に力がある」と言わ
れていました。 

とにかく山が好きで好き
で、朝から姿

すがた
が見えないと

思うと山へ絵を描きに行っ
ていました。

今までそんな有名じゃない、知っ
ている人は知っているけど知ら
ない人は知らなかったから、今
回みんなに知ってもらえて中谷
ミユキさんにも喜んでもらえる
んじゃないでしょうか。

長男だったが家を継
つ

がず
弟が継ぎました。 「財

ざいさん
産

なんかは何もいらんから
絵をやる」といって京都
に出て行きました。

わたしの家にも
中谷さんの絵
があるんですよ。

丸木位里

丸木スマ

大道あや

中谷ミユキ

佐々木邦彦

高
こうどけいざいせいちょうき

度経済成長期に車がいらない
のかと問うと、もし事故で手を
ケガしたら、絵が描けなくなる
じゃないかといってました。私
は歩いた方がいいと。

苦手な人とも向き合うことが大切だという
位里さんの考え方、とても素

す て き
敵です。

私も、周りの人の良いところを
見つけながら、日々を過

す
ご

したいです。
（担

たんとう
当メンバー）

周りを明るくするようなお人
ひとがら

柄がわか
る、貴

きちょう
重なお話が聞けてとても

嬉
うれ

しかったです。
（担当メンバー）

今を生きる人から直にお話を聞き、
あやさんの存

そんざい
在を近くに感じ

ることができました。
（担当メンバー）

私も「実はあれもミユキさんの作
品」という驚

おどろ
きを皆

みな
さんと味

わえて楽しかったです。
（担当メンバー）

朝・夜関係なく山へ行って写生をする
というお話など、山を描くことに

かける情
じょうねつ

熱などを感じられる
お話がたくさんでした。

（担当メンバー）
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芸
げいじゅつ

術のまち・飯室へ丸木位里と故
こ き ょ う

郷・飯室をつなぐ

　私
わたし

たち「丸木位里と故郷・飯室をつなぐプロジェクト」は、令和 3 年度より「広

島大学 地
ち い き

域の元気応
おうえん

援プロジェクト」に採
さいたく

択され、活動を開始しました。ここで

は、私たちの活動についてご紹
しょうかい

介します。

作
さくひんちょうさ

品調査

　飯室に残る丸木位里を中心とした飯室の

芸
げいじゅつか

術家たちの作品や、芸術家たちの飯室にま

つわるエピソードなどについて、文
ぶんけん

献や飯

室の人々からの聞き取りなどをもとに調査を

行っています。

情
じょうほうはっしん

報発信

　丸木位里や飯室の芸術家たちについて、

講
こうえんかい

演会やパネル発表を開
かいさい

催したり、パンフ

レットの配
は い ふ

布を行ったりするなど、飯室に住

む人々をはじめとして、広く情報発信を行っ

ています。 

ワークショップ

　平和と芸術を多くの人に身近に感じてもら

うことを目的とした活動にも取り組んいま

す。令和 4 年度には、8 月 6 日にアートを通

して平和について考えるアートイベントを開

催し、ワークショップを行いました。

調査を行うプロジェクトチーム

トークイベント「位里と飯室の芸術家たち」
での学生の発表

平和について語り合いながら作品をつくる
アートワークショップ「in-to」

　ここまでに紹
しょうかい

介してきた芸術家たちが、同じ飯室というまちから生まれ、それ

ぞれに花開いたこと、そしてそれが同じ時代であったということ。これは実はと

ても貴
きちょう

重なことなのではないかと、このプロジェクトを通して何度も体感しまし

た。この飯室の芸術家たちが、よりたくさんの人にとって大事なものになってい

くために、皆
みな

さんと一
いっしょ

緒に大切にしたいことがあります。 

作品とともに生きる

　飯室には、小学校、中学校、公民館、寺社など、この町で育ち暮
く

らしていく生

活のすぐそばに多くの作品があります。これらの作品すべてが飯室で制
せいさく

作された

わけではありませんが、見ていると、不思議と飯室の風景や情
じょうけい

景が思い起こされ

ます。作品が、芸術家たちの生まれ育った飯室の地にあるということ、作品と飯

室の人々がともに生きているということが、そう感じさせてくれ

るのだと思います。暮らしのすぐそばで触
ふ

れることのできる飯室

ゆかりの作品が、この場所で大切にされ続けてほしいと思います。 

飯室を語り継
つ

ぐ

　たくさんある作品も、時間が経ち、誰も見向きもしなくなれば、忘
わす

れられてし

まいます。ここに作品があること、飯室の地にたくさんの芸術家が生まれたこと

を語り継ぐことが大切です。あなたの知っていること、あなたが作品を見て感じ

たことを、ぜひ作品の前で身近な人と話してみてください。

芸術を楽しむ

　美術館に行ったり、作品を見たりすることもそうですが、一番よいのは、実
じっさい

際

に自分で何かつくってみることです。スマが晩
ばんねん

年に制
せいさく

作を始めたように、芸術は、

いつからでも、そして誰
だれ

であっても始めることができます。もしかすると、次の

芸術家はあなたかもしれません。

飯室の芸術家についての情報をお持ちの方がいらっしゃいましたら、ぜひ当プロジェクトまでご連絡ください。
プロジェクト担当教員（多田羅）：tataratakiko@hiroshima-u.ac.jp　　Romui 代表：090-4579-8663

まだまだ
眠
ねむ
っているかも

しれません
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